
本土

本土児童館　平成26年度事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児クラブ 乳幼児 1522 乳幼児 1358

小学生 0 小学生 3

中高生 6 中高生 0

大人 1401 大人 1353

自由参加型事業 乳幼児 312 乳幼児 194

小学生 0 小学生 3

中高生 0 中高生 0

大人 267 大人 200

母親クラブの育成と支援 乳幼児 228 乳幼児 110

小学生 0 小学生 2

中高生 0 中高生 0

大人 222 大人 181

乳幼児 2062 乳幼児 1662

小学生 0 小学生 8

中高生 6 中高生 0

大人 1890 大人 1734

H25
年度

H26
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度 84

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

12

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分
析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

・参加型の行事は,ハロウィンや豆まきなどの季節
行事に多くの親子が参加があった。27年度も多く
取り入れていきたい。
・後期「親子deリトミッククラブ」は、人数が集まらず
クラブとして実施ができなかったが、毎月の単発行
事として導入したところ、新規の親子の参加が多
数あった。

・おはなしタイム・たまぴよサロン
・わんぱくっこ・リラックスまま
・親子deリトミック

③

月１回程度 12 17 18

・母親クラブは、26年度も20名の会員が集まり活
動できた。「リトルまつり」のお手伝いや「クリスマス
会」協賛事業など毎月行事を開催した。27年度は
新しい会員の増加が望めないことと、負担が大き
いとのことで活動中止となる。27年度にまた母親ク
ラブ設立をめざしていく。

・お母さんクラブ

13

93 86

・乳幼児クラブの参加者数は25年度より若干減少
したが、多くの乳幼児親子の参加者があった。26
年度もすくすくぽんクラブが30名を超えたため安全
に配慮し、2部制にして実施した。
・リズム遊びクラブをなくし、来館者の要望があっ
た、「英語であそぼう」、「親子deリトミック」の２つの
クラブを26年度に新規に立ち上げた。

 ・すくすくぽん・ぴよぴよクラブ
・ちびっこクラブ ・キンダークラブ
・英語であそぼう
・親子deリトミッククラブ

②

随時 36 42 39

小計 132 152 143



本土

H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分
析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

小学生クラブ 乳幼児 16 乳幼児 18

小学生 1213 小学生 1017

中高生 0 中高生 0

大人 117 大人 55

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 46 乳幼児 14

小学生 277 小学生 375

中高生 1 中高生 4

大人 20 大人 11

季節事業 乳幼児 1 乳幼児 1

小学生 52 小学生 56

中高生 0 中高生 0

大人 1 大人 7

乳幼児 63 乳幼児 33

小学生 1542 小学生 1448

中高生 1 中高生 4

大人 138 大人 73

多世代間交流 乳幼児 537 乳幼児 318

小学生 648 小学生 408

中高生 30 中高生 14

大人 709 大人 571

乳幼児 537 乳幼児 318

小学生 648 小学生 408

中高生 30 中高生 14

大人 709 大人 571

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度 78

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

11 12

95

③

随時 6 8 7

・デイキャンプやクリスマス会などの行事はとても
人気があり、たくさんの子が申込んでくれた。
・小学生向けに初めて豆まきを行ったが、季節行
事を体感でき、とても楽しむことができた。
・夏の科学工作は、移動児童館で西坂町などの遠
隔地の子どもたちにも遊びの提供ができ喜んでも
らえた。

・サマースクール・デイキャンプ
・クリスマス会・豆まき
・夏のチャレンジ工作
・夏休み科学工作

83

・宮太鼓クラブも2年目に入り10月の例大祭、11月
のふれあい餅投げ大会、地域のお祭りに積極的
に参加し、ＰＲに努めた。8月のふれあい夏祭りで
披露するため準備していたが、台風の影響で中止
となり、宮太鼓の披露、遊びのコーナーができなく
残念だった。
・一輪車クラブは、毎年人気があり、26年度も40名
でスタートした。遊戯室が狭いので2部制でのクラ
ブを実施し、地域のお祭りで演技披露を行った。
・リトルサポーターの活動は、地域のお祭りや、老
人会との交流など多岐にわたり活躍できた。

・宮太鼓クラブ・チャレンジきっず
・リトルサポーター・一輪車クラブ

②

随時 33 42 52

・小学生クッキングは、人気がありたくさんの子が
参加した。高学年の子が低学年の子の面倒を見
てくれる姿も見られ、楽しくクッキングができた。
・「みんなで遊ぼう」では、異年齢の交流の機会が
もてた。

・みんなで遊ぼう
・小学生クッキング
・ぞうきんを作ろう・科学工作
・新1年生集まれ

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

随時 12

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりなど
誰でもが参加できる行事
を実施し、地域間及び多
世代間の交流を深め、子
どもが育つ環境づくりを地
域ぐるみで取り組む。

11 12 14

小計 117 145 142

13

・まちづくり市民会議との連携事業などに子どもス
タッフの子ども達が、あそびのコーナーを提供し、
お祭りを盛り上げた。
・児童館まつりでは、一輪車クラブ、ふれあい餅投
げ大会のオープニングでは、初めて宮太鼓クラブ
が演奏披露を行った。
・「ひとみ会」、「白山会」など地域の老人クラブの
方々との交流も積極的に行うことができ、とても喜
んでもらえた。
・ふるさと夏祭りが台風で中止になり、とても残念
だった。大きい行事が中止になったため、人数が
減少した。

・ふるさと夏まつり・ふれあい餅つ
き大会・ふれあいフェスティバル・
サマータイムガーデン・リトルまつ
り・敬老の日プレゼント作り・ふれ
あい交流会（ひとみ会、白山会）
しめ縄作り・花餅作り

小計 12 14 13
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H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分
析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

一般対象 乳幼児 86 乳幼児 35

小学生 248 小学生 289

中高生 2 中高生 1

大人 85 大人 52

乳幼児 86 乳幼児 35

小学生 248 小学生 289

中高生 2 中高生 1

大人 85 大人 52

子どもボランティア 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 78 小学生 98

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 78 小学生 98

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 0

10 11 98 72

・きりえは、経験がない子が多く、児童館に来れば
できると楽しみに来館する子が多い。
・お正月あそびでは、羽つきや坊主めくりなどお正
月ならではの遊びを楽しんでもらうことができた。
・26年度は、一般向けに避難訓練を行ったが、小
学生だけではなく、来館していた親子さんたちも興
味を持って参加できた。

・作ってあそぼう
・きりえ
・七夕飾り作り
・お正月遊び

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）

を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

随時 70

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参加
者を限定しない、日頃、誰
でもが参加できる遊びや
行事を実施し、初めての
人の来館・参加を促すとと
もに、参加者相互の交流
を深める。

小計 70 98 72

※「みんなで遊ぼう」を児童を対象とした事業に変
更したため回数が減少した。

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実

施 1

①

随時 24

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア活
動の場を設定し、地域の
子どもたちが、それぞれの
地域で活動できるよう人
材育成を進める。

11 12 35 32

・館内清掃や壁面の飾りつけや本の整理など、身
近なボランティア活動を行った。
・１２月に年末大掃除を行ったが、たくさんの子が
ぞうきんを持参して参加してくれた。

館内の清掃、図書の整理など日
常の中でのボランティア活動の推
進
地域の清掃活動
共同募金活動

小計 24 35 32
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H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分
析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

中高生の居場所づくり 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 3 中高生 0

大人 0 大人 0

ボランティアの育成 乳幼児 9 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 28 中高生 10

大人 7 大人 1

次世代育成 乳幼児 14 乳幼児 19

小学生 15 小学生 14

中高生 25 中高生 18

大人 14 大人 23

乳幼児 23 乳幼児 19

小学生 15 小学生 14

中高生 56 中高生 28

大人 21 大人 24

相談 乳幼児 38 乳幼児 23

小学生 1 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 37 大人 26

乳幼児 38 乳幼児 23

小学生 1 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 37 大人 26

中
高
生
事
業

1

①

随時 1

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげてい
くため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

11 11

行事のボランティア

③

随時 3

小計 7

3 3

1 0

②

随時 3 7 4

・夏休みの幼児プールのボランティアとして中学生
が参加し、乳幼児とふれあった。乳幼児とかかわり
を持ち、命の尊さを伝える機会が持てた。
・多治見西高校の子が児童館まつりにコーナーを
担当し、小学生とのふれあいの場を持った。

・毎年恒例行事で、26年度も多治見北高校との交
流会を行った。26年度は、防災についてのカルタ
を製作してきてくださり、クイズなど交え楽しく防災
について学ぶことができた。その後勉強を教えても
らったり、一緒にドッヂボールを行い、小学生もと
ても喜んでいた。

・お兄さん、お姉さんと遊ぼう
・赤ちゃんと遊ぼう

11 7

10 13 34 17

・26年度は、4月から、母親クラブのお母さんからそ
の近所に住んでいる親子についての相談があり、
保育園、主任児童委員、市役所などの団体と連携
をとり、解決に向けて取り組んだ。
・相談の大半は、乳幼児クラブに参加している保
護者の方々からの子育て相談でした。

・子育てに関する相談の随時受
付
・小中学生の相談の随時受付け
・乳幼児クラブでの専門員による
年齢に応じた相談日の設定

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

1

①

随時 12

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や関係
機関への相談窓口として相
談を受ける。インターネットに
よる相談受付や専門員によ
る相談の場を設定する。母子
保健推進員・主任児童委員・
保健センター・子育て支援セ
ンターとの連携を図る。

小計 12 34 17
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H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分
析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

地域交流 乳幼児 37 乳幼児 58

小学生 21 小学生 7

中高生 0 中高生 0

大人 34 大人 65

児童館相互の交流 乳幼児 151 乳幼児 136

小学生 452 小学生 357

中高生 10 中高生 1

大人 216 大人 281

イクメン支援事業 乳幼児 10 乳幼児 12

小学生 12 小学生 31

中高生 0 中高生 2

大人 26 大人 32

乳幼児 198 乳幼児 206

小学生 485 小学生 395

中高生 10 中高生 3

大人 276 大人 378

自主　事業 乳幼児 63 乳幼児 162

小学生 47 小学生 68

中高生 4 中高生 2

大人 61 大人 174

乳幼児 63 乳幼児 162

小学生 47 小学生 68

中高生 4 中高生 2

大人 61 大人 174

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

①

随時 6

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

11

・社協の児童館が連携して子どもたちの交流を
図った一輪車交流会や子どもスタッフまつりは、た
くさんのクラブ員が参加し、とても刺激をもらって
帰ってきた。子ども達もとても楽しむことができた。

・体力チャレンジ番付
・一輪車クラブ交流会
・子スタまつり、

③

年２回 2 2 2

・合同ファミリーディキャンプは、好評で、お父さん
とや、家族で参加してくれている子が多く、野外活
動楽しむことができた。
・「がさがさ探険隊」は、とても多くの家族の申込み
があったが、雨で増水となり中止になってしまっ
た。

・合同イクメン支援事業「デ
イキャンプ」
・親子ガサガサ探険隊（中
止）

13

5 5

・西坂町第３集会所で移動児童館を行った。26年
度は、社協が進めている「子育てサロン」と一緒に
25年度より回数を増やし参加した。児童館のＰＲも
行い、ここから参加してくれる親子もいて児童館を
知っていただく機会に繋がった。

・移動児童館

②

随時 26 38 32

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ

さ
い

）

2

①

随時 4 11 13 4

小計 34 45 39

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。
　　　　　　　　※「年度評価欄」は、次の内容で記入。
　　　　　　　　　　仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点
　　　　　　　　　　自主事業のみ…内容・事業数等が期待以上：15～12点、例年通り：11～9点、例年よりやや劣る：8～7点、例年より劣る：6～3点例年よりかなり劣る　2～0点

4

・社会福祉協議会の協力で夏休み、春休みにおい
て点字体験、高齢者疑似体験などを行い、福祉に
対する理解を深める機会を取り入れた。しかし福
祉センターまでいくのが困難な子も多くいるので、
児童館で実施していける方向で継続していきた
い。
・助成金事業は、大盛況で、本土児童館からもたく
さんの親子に参加していただくことができた。

・合同福祉体験
・共同募金・赤い羽根配分金
事業

小計 4 4 4


